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帰
宅
し
て
顔
の
皮
膚
が
む
け
て
き
た
こ
と
に
気
づ
く
。「
部
屋
が
暗
い
」
と
妻
に
い
う
が
、
い
つ
も
と

変
わ
ら
な
い
、
と
の
返
事
。
目
が
見
え
に
く
い
。
処
方
さ
れ
た
薬
を
服
用
し
て
床
に
入
る
。

　

そ
の
夜
ま
た
熱
が
上
が
り
、
発
疹
が
全
身
に
広
が
る
。
腕
や
胸
の
皮
膚
も
む
け
は
じ
め
た
、
た
だ
事
で

は
な
い
と
救
急
車
を
呼
ぶ
。
武
藤
の
様
子
を
見
た
救
急
隊
員
は
顔
色
を
変
え
、
か
か
っ
て
い
る
大
学
病
院

を
聞
い
て
搬
送
。

　

救
急
室
で
呼
吸
困
難
を
訴
え
、
や
が
て
意
識
を
失
う
。
そ
の
ま
ま
集
中
治
療
室
に
収
容
さ
れ
た
が
死
亡

し
た
。

　

描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
典
型
的
な
症
状
。
日
本
で
は
年
間
発
生
が
五
百
人
ほ
ど
と
ま
れ
だ
が
、
初

診
を
す
る
医
師
な
ら
必
ず
こ
れ
を
鑑
別
診
断
の
中
に
入
れ
る
は
ず
。
き
わ
め
て
予
後
不
良
な
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
、
そ
の
中
で
も
重
症
型
の
中
毒
性
表
皮
壊
死
症
（toxic 

epiderm
al necrosis ；

Ｔ
Ｅ
Ｎ
）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
皮
膚
科
医
、
あ
る
い
は
眼
科
医
な
ら
、
病

歴
と
症
状
を
聞
く
だ
け
で
、
患
者
を
診
察
し
な
い
で
も
容
易
に
診
断
を
下
す
だ
ろ
う
。

　

Ａ
・
Ｍ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
と
Ｆ
・
Ｃ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
小
児
科
医
で
、
一
九
二
二
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年
に
「
口
内
炎
と
結
膜
炎
を
随
伴
す
る
発
疹
熱
」
の
症
例
を
報
告
し
た
。
全
身
の
皮
膚
や
粘
膜
に
紅

斑
、
水
疱
、
び
ら
ん
を
生
じ
、
高
率
に
眼
の
病
変
を
合
併
す
る
。
進
行
す
る
と
呼
吸
不
全
、
多
臓
器

不
全
を
生
じ
て
、
死
に
至
る
。
現
在
で
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
、
急
速
に
水

疱
が
で
き
て
そ
れ
が
破
れ
（
ニ
コ
ル
ス
キ
ー
現
象
）、
皮
膚
の
剝
離
を
生
じ
る
Ｔ
Ｅ
Ｎ
と
は
、
連
続

し
た
一
連
の
病
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
病
変
の
広
が
り
の
範
囲
で
両
者
を
分
け
る
こ
と
も
あ
る

（
Ｔ
Ｅ
Ｎ
は
三
〇
％
以
上
）。

　

病
理
学
的
に
皮
膚
や
粘
膜
を
異
物
と
認
識
し
て
Ｔ
リ
ン
パ
球
が
攻
撃
し
て
い
る
像
が
見
ら
れ
る
。

発
症
の
き
っ
か
け
は
ウ
イ
ル
ス
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
の
感
染
も
あ
る
が
、
多
く
は
薬
剤
に
よ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
（
即
時
型
で
は
な
く
免
疫
複
合
体
の
関
与
す
る
Ⅲ
型
の
）
で
あ
る
。
抗
生
物
質
、

消
炎
解
熱
薬
、
抗
て
ん
か
ん
薬
な
ど
の
報
告
が
多
い
が
、
市
販
の
総
合
感
冒
薬
で
起
こ
っ
た
例
も
あ

る
。
と
く
に
Ｔ
Ｅ
Ｎ
は
薬
剤
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
、
す
で
に
二
百
種
類
以
上
が
関
連
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　

同
一
の
薬
剤
を
服
用
し
て
も
、
発
症
は
き
わ
め
て
低
い
確
率
で
し
か
な
い
。
発
症
予
測
は
不
可
能
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だ
が
、
何
ら
か
の
素
因
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
は
発
症
リ
ス
ク
の
あ
る
個
人
を
見
分
け
る
た

め
の
研
究
、
発
症
素
因
が
あ
る
か
否
か
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
特
定
の
薬
剤
に
対
す
る

感
受
性
の
個
体
差
を
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
ク
ラ
ス
Ⅰ
分
子
と
の
関
連
で
調
べ
る
研
究
が
、
最
近
急
速
に
進
ん

だ
。
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン
誘
因
性
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
／
Ｔ
Ｅ
Ｎ
の
発
症
に
Ｈ

Ｌ
Ａ-
Ｂ
＊1502

の
保
有
者
（
台
湾
の
漢
民
族
、
タ
イ
人
）
が
、
ま
た
ア
ロ
プ
リ
ノ
ー
ル
で
Ｈ
Ｌ

Ａ-

Ｂ
＊5801
（
台
湾
の
漢
民
族
。
日
本
人
で
も
肯
定
的
な
報
告
が
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
白
人
で

は
否
定
的
）、
さ
ら
に
日
本
人
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
で
眼
症
状
を
伴
う
も
の

に
Ｈ
Ｌ
Ａ-

Ａ
＊0206
が
関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
は
民
族
に
よ
り
異
な
る
し
、
一
つ
の

薬
剤
で
も
発
症
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
／
Ｔ
Ｅ
Ｎ
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
未
解
決
の
部
分
が
多
い
が
、
今
後
少
し
ず
つ
感
受
性
の
個
体
差
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
他
に
感
染
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
の
関
連
で
は
、
Ｔ
Ｌ
Ｒ
３
遺
伝
子

の
遺
伝
子
多
型
、
Ｉ
Ｌ-

13
／
Ｉ
Ｌ-
４
Ｒ
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
の
遺
伝
子
多
型
と
結
膜
病
変
と
の

関
連
が
、
日
本
人
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
可
溶
性Fas

リ
ガ
ン
ド
の
異
常
発
現
に
よ
る
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ア
ポ
ト
ー
シ
ス
誘
導
の
報
告
も
あ
る
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
／
Ｔ
Ｅ
Ｎ
の
治
療
は
、
早
期
に
診
断
し
、
ま
ず
服
薬
を

中
止
す
る
と
と
も
に
、
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
が
主
体
と
な
る
。
最
近
で
は
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
併
用
も

多
い
。
重
症
例
で
は
血
漿
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
治
療
を
行
っ
て
も
予
後
は
き
わ
め
て
不
良
で
、
死
亡
率
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
症
候
群
で
約
六
％
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
で
は
二
〇
〜
三
〇
％
と
さ
れ
る
。
ま
た
皮
膚
、
粘
膜
の
病
変
が

治
癒
し
て
も
、
視
力
障
害
（
失
明
も
）、
呼
吸
器
障
害
、
肝
機
能
障
害
な
ど
の
後
遺
症
が
残
る
。

　

武
藤
の
妻
が
原
告
と
な
っ
た
医
療
訴
訟
で
、
Ｓ
Ｔ
の
赤
城
は
、
鑑
定
人
三
人
の
う
ち
の
一
人
に
選
任
さ

れ
た
。
こ
の
民
事
訴
訟
で
は
、
病
院
に
賠
償
責
任
は
な
い
、
と
原
告
側
が
敗
訴
。
徴
候
が
あ
っ
た
の
に
見

逃
し
た
、
と
赤
城
は
憤
慨
し
て
い
る
。

　

遺
族
は
そ
の
後
に
刑
事
告
発
の
手
続
き
を
し
た
。
医
療
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
か
ら
、
と
い

う
。
過
失
致
死
の
疑
い
で
捜
査
が
始
ま
り
、
捜
査
一
課
か
ら
依
頼
さ
れ
て
Ｓ
Ｔ
が
加
わ
る
。
病
院
内
の
箝


